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ゼのオセルラー ンサイトサイ

P生産方法の確立方産

イナワラを原料とした国産バイオエタノール生産のコスト削減にとって、糖化酵素の効率

的な生産が大きな課題です。

我々 はセルラーゼ生産菌である7了reeseiによる効率的なセルラーゼ生産方法の確立を進

めるとともに、イナワラ分解を目途に7了reeseiのイナワラ分解酵素高生産株の選抜、並に

Humicoおの酵素高生産培養条件の検討を進めてきました。これによって、安価な原料であ

るイナワラを用いた酵素の高生産技術を確立しました。

’1.イナワラを炭素源とした万/己ese/のセルラーゼ高生産培養条件の検討

T.reeseiはイナワラをC源とすると、酵素生産性が大幅に低下します。このため、様々 な培養条件

を検討した結果、イナワラをアンモニア処理、硫酸中和することで、粉砕処理のみのイナワラC源に
比べて、セルラーゼの生産性が2倍以上、上昇することを確認しました。
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U/mg粉砕のみNH』.処理

8日間培養

ブタL叢亮一
C:処理イナワラ
N:不溶性窒素源A
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'2不均衡変異導入法による7言,巳ese/の改良

不均衡変異導入法とはDNA複製における

ラギング鎖の複製を司るDNAポリメラーゼ

6の校正修復機能に変異を加える事によって

高い変異導入が期待される手法です。
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現在、様々なセルロースやイナワラ、デンプンなどを唯一の炭素源とし、平板培地を用いて菌株の

選抜を進めており、その候補となる有用な菌株が多数得られています。

Bof九"77店口店によるイナワラ酵素高生産培養方法の確立

/L九"77/mﾙｦﾉ7万o冶応ATCC26908は、高いイナワラ分解酵素を生産することが知られていますが、培

養時に凝集体を形成し、酵素生産性が低いという問題点があります。種々の培養条件を検討したとこ

ろ、明らかに分散効果の得られる培地条件を確立しました。この培地条件で培養すると酵素生産性が

飛躍的に向上します。
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